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１．概要（Summary） 

最近、局在表面プラズモン(LSPR)とファブリー・ペロ

ーナノ共振器とのモード強結合状態を示す光陽極につい

て報告されており、従来型のプラズモン光陽極と比較し

て可視波長域で極めて高い光吸収能力と電荷分離効率を

有することが分かっている 1。本研究では、有機化合物

の還元を光で駆動することを目指し、p 型半導体を用い

た光陰極の開発を行った。p 型半導体を用いたナノ共振

器とLSPRとのモード強結合を示す高光吸収陰極を開発

することによって従来の低い電荷分離効率を克服し、高

難度反応への応用を目指して研究を行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

半導体薄膜堆積装置 

ヘリコンスパッタリング装置 

電界放射型走査型電子顕微鏡 

【実験方法】 

面方位(111)のイットリア安定化ジルコニウム基板上に

ヘリコンスパッタ装置を用いて金薄膜 100 nm を成膜した。

半導体薄膜堆積装置を用いて NiO 薄膜を 25℃、酸素圧

3×10-3 Pa 条件で成膜した。真空蒸着機を用いて金薄

膜を 3 nm 成膜し、大気雰囲気下 700℃で 1 時間アニー

ルし金ナノ粒子を担持した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した金ナノ微粒子/NiO/金フィルム（ANA）光陰極

の表面電子顕微鏡（SEM）像を Figure 1.に示す。NiO

表面に平均粒径 18 nm の金ナノ粒子が担持されているこ

とを確認した。また、アウトオブプレーン法で測定した X 線

回折（XRD）パターンを Figure 2.に示す。金薄膜上に成

膜された NiO 膜が面方位(111)であることを確認した。こう

して作製した ATA 光陰極を用いて有機還元反応を試み

たところ、金ナノ微粒子が容易に脱離し、安定的な光反応

の継続は困難であった。今後は、金/NiO 界面での密着

性向上のため、高温での焼成や、それに適した基材の選

定を行う。 

   

Figure 1. The SEM image of ANA photocathode. 
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Figure 2. The XRD pattern of ANA photocathode. 
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